
恐竜調査こぼれ話
  －キャンプ・発掘・チーム運営、そして成果－

学校法人加計学園 国際教育研究所

岡山理科大学 恐竜学博物館 館長
古生物学・年代学研究センター 特担教授

申込方法

申込み

お問い合わせ

参加費無料

https://forms.gle/E1cwiv4D7CS6N2K19

岡山理大とモンゴルの共同調査が始まって

から9年、前身の「林原ーモンゴル共同調査

隊」も合わせると30年になります。

どんなところでどんな仕事をしているのか、

どんな成果を上げて来たのかを紹介すると

ともに「30年間も続いているのはなぜか？」

「チームはどう運営するのか」「恐竜研究は

何の役に立つのか」と問われた時に私が

答えてきたことをお話ししたいと思います。

1954年和歌山県生まれ。大学卒業後、高校教員を
しながら地質学研究を継続する。27歳の時に北アフ
リカのモロッコ国に赴任し地球科学博物館の基礎調
査としてアトラス山脈で恐竜足跡化石を3年間研究
する。帰国後新しい博物館作りのプロジェクトに参加。
林原自然科学博物館の研究員、副館長、館長として
約20年間勤務。同館の活動終了とともに岡山理科大
学に移り、生物地球学部教授を経て現職。博士（理学）。
専門は恐竜足跡化石に基づく恐竜の姿勢・運動・生態
の解析 。モンゴルでの調査歴は今年で 3 0年 。

オンライン

公開講座

２.２４ (土)
15：00～15：45

対象：加計学園教職員

講師  石垣 忍

お問合せは学校法人加計学園 国際教育研究所 (kake.ac.jp)

形式：オンライン（ZOOM）

下記お申込みフォームより2月20日（火）17時までにお申込みください。

https://s-castle.com/conference/chushikoku/

講演概要
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